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文：校長 丹沢伸也

令
和
４
年
度
の
三
珠
中
学
校
の
教
育
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
収
束
の
見
通
し
は

た
た
ず
、コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
、３
度
目
の
始
業
式
、

入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、１
年
間
次
の
よ
う
な
学
校

を
目
指
し
て
、教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

⟐

生
徒
に
確
か
な
学
力
が
身
に
つ
く
学
校

⟐

生
徒
に
豊
か
な
心
が
育
つ
学
校

⟐

生
徒
が
安
心
、安
全
に
過
ご
せ
る
学
校

⟐

保
護
者
、地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校

具
体
に
つ
い
て
は
、本
校
の
学
校
の
目
指
す
姿
を
示
し

た
「
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
裏
面
に
載
せ
ま
し

た
の
で
、ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。こ
こ
で
示
す
姿

が
実
現
で
き
る
よ
う
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
１
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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学
校
便
り
「
礎
」

学
校
の
様
子
を
、
学
校
便
り
「
礎
」

で
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
礎
」
は
、
本
校
の
校
歌
の
一
番
に
あ
る

言
葉
で
「
基
礎
と
な
る
大
事
な
物
事
」
と
い

う
意
味
で
す
が
、人
の
成
長
の
基
礎
と
な

る
事
柄
を
意
識
し
、大
切
に
し
な
が
ら
、教

育
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、昨
年
度
ま
で
「
礎
」
と
し
て
生
徒
指

導
通
信
と
し
て
い
た
も
の
を
、学
校
便
り
に

代
え
、生
徒
指
導
に
つ
い
て
の
内
容
も
、併

せ
て
伝
え
て
い
き
ま
す
。

６
人
の
職
員
を
迎
え
、

新
任
式
、始
業
式
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２
、
３
学
年
も
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ

ス
替
え
を
行
い
、
新
た
な
仲
間
で

学
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
最
上
級
生
、
中
堅
学

年
と
立
場
が
変
わ
り
ま
す
が
、
そ

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
せ
る

よ
う
な
学
年
づ
く
り
を
、
新
た
に

担
任
に
な
っ
た
先
生
た
ち
と
進
め

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新入生に心に留めてほしいこと

入学式で校長より新入生に「心に留めてほしいこと」、として次のような話をしました。

○多くのことにチャレンジしてほしいこと

自分の個性は何なのか、何に向いているのか、何が得意なのか、それは変化の

ない生活からは見つけられません。様々な新しいことにチャレンジし、成功と失

敗を繰り返しながら、自ら発見したり、周りの人に気づいてもらったりするのだ

と思います。「自分」を知ることで、将来進む方向も見えてきます。好きなこ

と、好きでないこと、得意、不得意もあると思いますが、まずチャレンジをして

ください。

○目標をたてて生活をすること

目標を実現するうえで大切なことは「適切な目標」をたて、その実現のために

努力をしてほしい、ということです。脳科学者として活躍する茂木健一郎さん

は、目標について「易しすぎれば退屈する。難しすぎれば無力感にとらわれる。

自分が全力で挑戦して、やっとクリアできるような目標を立てること」と、目標

を調整することが大切と言っています。目標は、達成させることが前提で、ただ

決めるだけでなく、「何をするか決めること」、「そのための努力をすること」

が併せて必要です。目標が達成できた時には、新たな目標が生まれ、その積み重

ねが大きな力，夢の実現につながると思います。

新入生だけでなく、２，３年生もそれぞれ進級をし、同じように目標をたてたことと思い
ます。同様に、目標実現のために参考にしてもらえればうれしく思います。

４
月
６
日
、二
七
名
の
新
入
生
を

迎
え
、入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、来
賓
に
は
参
加
を

遠
慮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、新

入
生
と
保
護
者
、職
員
と
２
、３
年
生

の
生
徒
会
代
表
が
参
加
し
、実
施
を

し
ま
し
た
。

新
入
生
呼
名
で
は
、担
任
に
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
、一
人
一
人
が
し
っ

か
り
と
返
事
を
し
、三
珠
中
学
校
の

新
た
な
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
、「
誓
い
の
言

葉
」
が
発
表
さ
れ
、勉
強
や
部
活
動

な
ど
、様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。式
終

了
後
は
、そ
の
ま
ま
体
育
館
で
、１
学

年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
を
行
い
、学
級
活

動
で
担
任
か
ら
配
布
物
や
今
後
の
予

定
の
確
認
が
行

わ
れ
ま
し
た
。い

よ
い
よ
中
学
校

生
活
の
始
ま
り

で
す
。早
く
慣

れ
、有
意
義
な

毎
日
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

協
力
の
お
願
い

２
、３
年
生
も
学
年
開
き

６
日
、
６

名
の
職
員
を

新
た
に
迎
え

新
任
式
が
行

わ

れ

ま

し

た
。
一
人
一

人
の
職
員
の

紹
介
の
後
、

生
徒
会
長
が

代
表
し
て
、

歓
迎
の
言
葉
で
迎
え
ま
し
た
。

続
く
始
業
式
で
は
校
長
が
話
を
行

い
、
立
場
が
変
わ
る
変
化
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
成

長
し
て
ほ
し
い

こ
と
、
目
標
を

立
て
て
生
活
し

て
ほ
し
い
、
と

話
を
し
ま
し

た
。
ま

た
、
引

き
続
き
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
、
生
徒
減

に
伴
う
、
今
後
の
部
活
動
の
再
編
に

つ
い
て
も
話
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
学
年
と
生
徒
会
の
代

表
者
が
、
新
年
度
の
抱
負
を
発
表
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
学
級

担
任
と
教
科
担
当

の
先
生
、
部
活
動

顧
問
の
発
表
が
行

わ
れ
、
新
年
度
の

学
校
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。

「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で

示
す
地
域
感
染
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、
１
月

末
よ
り
「
レ
ベ
ル
３
」
と
な
っ
て
い
た
の

が
３
月
23

日
付
け
で
「
レ
ベ
ル
２
」
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
日
伝
え

ら
れ
て
い
る
通
り
、
感
染
者
数
は
下
げ

止
ま
り
の
ま
ま
増
え
る
日
も
あ
り
、

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生
型
の
広
が
り
」

「
第
７
波
の
入
り
口
」
と
す
る
専
門
家

も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
引

き
続
き
感
染
症
対
策
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
細
は
、
裏
面
を
ご
覧
下
さ

い
。

職員紹介

生
徒
会
対
面
式

し
ま
し
た
が
、
生
徒
会
執
行
部
が
中
心

と
な
っ
て
会
を
進
め
、
学
校
の
様
子
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

７
日
に
は
年
度
は
じ
め
恒
例
の

生
徒
会
主
催
に
よ
る
「
生
徒
対
面

式
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
密
を

避
け
る
た
め
、
校
庭
で
の
実
施
と
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通訳支援員 赤池ミシェリ
栄養教諭 遠藤 裕子（兼務） ＊新任職員を裏面で
ＡＬＴ ﾕﾐ ﾀｶｷﾞ ｼｭﾗｲﾔｰ 紹介しました。



新型コロナウイルス感染拡大防止のための取り組みについて（お願い）

１ 生徒及び家族に発熱等がある場合は原則自宅での療養です
○県からの協力要請で「発熱等の症状が生徒及び家族に少しでもある場合には、学校にも連絡したう
えで自宅で休養すること」とされています。「発熱等」ですが、文科省では「発熱や倦怠感、のど
の違和感などの風邪症状があり、普段と体調が少しでも異なる場合」と示されています。発熱、
咳、のどの痛み、鼻水、だるさ等で風邪症状によるものと少しでも考えられる時は、基本的には自
宅での療養をお願いします。ただし、「明らかに風邪症状ではないと考えられる」場合もあります
ので、その際は、保護者と確認する中で、療養か登校可能であるか判断したいと考えます。
○コロナワクチンの３回目の接種が保護者にも始まっているようです。保護者に接種後発熱や風

邪様症状が発症した場合にも、生徒は「家族の風邪症状による」出席停止となります。保護者
が解熱または医療機関で検査した結果陰性（－）の場合、生徒も登校可能となります。

２ 感染者が確認された際の対応
感染者が確認された場合、その学級の生徒全員にPCR検査を実施する「山梨方式」は令和３年度末

をもって終了となりました。代わって、発生した場合、学校で濃厚接触者を特定し保健所に届け出る
方法に代わりました。

３ 部活動時のマスク着用について
同じく、県の協力要請で、部活動時に感染者が出ている現状から、「部活動時原則マスクを着用す

る」という内容が来ていますが、生徒の体調を観察しながら、激しい運動をするときや気温が上がり
熱中症等の心配もあるときには、随時マスクはせすに、活動を行うこととします。ただし、マスクを
つけないで大きな声を出す、などは感染リスクがありますので、必要最低限になるよう指導をしてい
きたいと思います。

４ 学校への連絡について
以下の場合は、報告をしなければならない場合がありますので、必ず学校へ連絡をお願いします。
ア 生徒及び家族の感染が確認された、あるいは濃厚接触者と確認された場合
イ 生徒及び家族がＰＣＲ検査を受けることになった場合、及びその結果
ウ その他、生徒が抗原検査等を行った場合も、その結果をお知らせください。
＊素早い対応が必要となりますので、休日においても同様に連絡をお願いいたします。
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ＡＬＴ
ﾕﾐ･ﾀｶｷﾞ
ｼｭﾗｲﾔｰ

４月より下の６名が赴任しました。久々に三珠中に勤務す
る者、２年ぶりに戻った者、初めて教壇に立つ者、と様々で
すが精一杯頑張りますのでよろしくお願いします。


